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は、第 1 に、アニメ、漫画、コスプレ等のポップカルチャーです。第 2 に、ラーメン、たこ焼き、
弁当等の食文化も学習動機になっています。


































































































































私が所属しているボアジチ大学の日本語教育は大きく 2 つあります。 1 つは、学部生対象の日本
語講座です。これは、位置づけとしては選択科目の 1 つですから、何学部の学生であっても自由に




す。また、 1 年制か 2 年制かを選択できます。 1 年で卒業する人の場合は、論文はありません。ア
ジア研究修士課程の研究対象は、日本、中国、韓国、インド等かなり広く、このうち日本分野を選
択している学生が日本語を勉強しなければならないということです。2014年 5 月現在で日本分野専















































































政策があります。もう 1 つは、英語以外の言語（LOTE ・Languages Other Than English）に関す
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うちの大学では、日本語を使って何かのテーマについて話し合ったり、あるトピックについて調
べる活動をしています。例えば、日本は時間にきっちりしていていますが、トルコではそうではあ
りません。そこで、時間に対する考え方についてディスカッションしますと、学生は「時間を大切
にするということなんて、今まで一度も考えたことがなかった」と言います。「遅れたら遅れたでい
いじゃないか」という人が多いのです。日本語教育は、そのようなものの見方、大きく言いますと、
価値観に影響を与えることがあると思います。
国際社会で活躍できる人は、ものの見方が豊富な人ではないかと感じています。一つの側面から
しかものを見られない人は、国際社会に出ても「なぜこうなんだ？」と葛藤することが多いですか
ら、活躍しにくい面があります。日本語教育に限らず、言語教育をする中で、国際社会で活躍でき
る人材が育っていくのではないかと思います。
氏原
アントン先生がおっしゃったように、何か得たものは、必ずその人の幸せにつながるというのは、
本当にそうだなと実感しています。私自身、大学に進学する際には、とにかくロシア語とつきあっ
ていきたいということで、ロシア語が勉強できる大学を選びました。そのときに、ロシア語を生か
して何かしたいとは考えませんでした。卒業してから12年ほどたって、何かロシア語に引かれるも
のが残っていて、またロシア語をやり始めたわけです。ですから、自分が何となく引かれているこ
とをやること自体が幸せなのだというのは、よく分かります。
学生たちも、日本語を勉強し始めるとニコニコしてきます。日本語は人を笑顔にさせてくれると
ころがあるのかなと思います。ですから、個人の幸せというところで、あまり気にしなくてもいい
のではないかという考え方には賛成です。
もう 1 つ、日本語教育が世界を広げるということです。例えば、中央アジアでは弁論大会が盛ん
です。弁論大会の場に居合わせて感動するのは、そこに集まっている20歳前後の人たちの間では、
日本語が共通語になっていることです。ユーラシア大陸でも、アフリカ大陸でも、地球上のどこに
でも日本語人がいます。このことは、外国語が苦手な日本人にとってとても心強いことです。
日本語教育ということで、少しでも日本語の種をまいて、それが育てば本当にうれしいですし、
花が咲くのが楽しみです。
河合
私が帰国する前にワールドカップがあって、もちろん中国でもとても盛り上がりました。そのと
き、日本人のサポーターが、負けたにもかかわらずゴミ拾いをした話が教室で話題になりました。
そこから、ゴミの分別、そしてリサイクルの話に広がっていきました。「2020年に日本でオリンピッ
クがあるときに、中国人が負けてもゴミを拾うぐらい、ゴミ拾いが当たり前になったらいいね」と
いう話を学生たちとしました。日本語を通して、今の汚い状態がいけないなとか、それをよくして
いきたいと考えるようになってくれたらうれしいと思います。そのような日本のいいところは、ど
んどん広げていける日本語教師でありたいと思います。
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インドネシアの場合、日系企業も多く進出していますし、観光ガイドとして働く場もあります。
また、少子化で労働者が少ない中、日本で戦力として働いてくれているインドネシア人も多くいま
す。ですから、みんなそれぞれ好きなことをしていて、いいのではないかと思います。
現地の日本語教師という点から言いますと、今までは日本語を教えるのが上手な先生が求められ
ていたと思います。しかし、現在、インドネシアの教育省では、「人間力を育てる先生」を目標に掲
げています。ですから、教師も、ただ教えることができればいいということではなく、求められる
ものがどんどん変わっていくのだと思います。
金
貴重なご意見をありがとうございました。皆さんのお話を伺って、日本語教育は、ミクロな関係、
マクロな関係のどちらにも影響を与え得ると思いました。まず、日本社会の変化そのものに影響を
与える可能性を感じました。過度な競争にならないように気を配りつつ、日本語教育に携わる者と
して、世の中の変化につき合っていくといいのではないかと思います。また、自分自身が広い世界
を持つことで、ミクロな関係をよりつくりやすくするという意味で、日本語教育はミクロなレベル
の国際関係にも貢献できると感じました。むしろそちらのほうが強いのではないかという印象を受
けました。
そして、先ほどのインドネシア政府の「人間力を育てる教師になってほしい」という政策に、日
本語教育がどのように貢献していけるかを考える視点も忘れてはいけないと感じました。
河先
これで本日のシンポジウムを終わりにしたいと思います。
ここで一つでも気がついたことや、考えが深まったことを、学生の皆さんが持ち帰っていただけ
れば大変有り難いです。 7 人の先生方には貴重なお話を伺うことができたと思います。どうもあり
がとうございました。
